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短期大学部建設学科建築コース

昨年行われた設計競技において，今村雅樹

非常勤講師，山本理顕非常勤講師の両氏の

案が，相次いで最優秀案に選ばれた。

今村氏の作品は1998年4月に，山本氏

の作品は1999年度に完成の予定である。

「太田市休泊地域総合センター（仮称）設計競技最優秀案」

今村雅樹アーキテクツ

「
広
島
市
西
消
防
署
設
計
提
案
競
技
最
優
秀
案
」

山
本
理
顕
設
計
工
場

（
撮
影：

大
野
　
繁
）



■卒業研究テーマ

本研究室は，建築に関連す

る地盤工学および基礎構造を

主な研究対象としている。平

成９年度の卒業研究は，次の５つのテーマを計画してい

る。

１．地盤系オンライン地震応答実験に関する研究

地盤の地震時挙動を再現するため，コンピュータによ

る数値計算と中空ねじりせん断試験装置による動的実験

をオンラインで結合して応答解析を進める地震応答実験

システムの開発研究を行う。

２．砂地盤の液状化特性に関する研究

液状化特性に与える地震動の２方向入力の影響と液状

化発生時の地震動の強さについて，オンライン地震応答

実験法により検討する。

３．地盤改良の耐震性に関する研究

セメント系改良土の基本的な力学特性および耐震性能

について，オンライン地震応答実験により検討する。

４．地盤の非線形挙動に関する研究

地震時の地盤の非線形挙動を把握するために，土の非

線形モデルとパラメータ同定法について検討し，非線形

挙動の数値シミュレーションを行う。

５．船橋キャンパスの地中地震観測に関する研究

船橋キャンパスの地盤の振動特性を把握するため，キ

ャンパス内の地中地震観測地点で得られた観測地震波に

ついて解析的に検討する。

上記テーマの他に，地盤工学と基礎構造の基礎的な知

識を理解するために，建築学会の「建築基礎構造設計指

針」等をテキストにして，輪講形式のゼミを予定してい

る。

■卒業生の就職傾向

卒研生の就職先は，他の研究室と同様に建設業と住宅

産業が大半である。ここ数年の大学院生は東京電力の建

設部，大手建設会社の技術研究所や構造設計部，東京都

庁の建設局等に就職している。

なお，当研究室を窓口として，海洋建築工学科の西村

敏雄教授，神薗勝彦講師（駿331号室，船236-B号室）によるゼ

ミを受けることができる。テーマは次のとおり。

■研究内容

シェル構造を中心とした大スパン構造物に関する研究

が主体であり，現在は媒体（水・空気・地盤）との相互

作用問題，動的安定問題，振動問題，材料非線形問題等

に理論・解析・実験の各面より取り組んでいます。

■卒業研究テーマ

１．離散化手法による構造物の振動解析

２．構造物と媒体との相互作用問題に関する研究

３．水中におけるシェル構造物の振動実験

■卒業研究テーマ

１．対（地）震性能設計法に関

する研究

２．制震（振）構造の実用化に関する研究

建築物にとって芸術性，機能性は日常生活を保持する

上で非常に大切なことであるが，その大前提としてまず

第一に大切なことは人命を守るシェルターの役割を果た

すことである。先の大震災では，６千人以上の尊い命が

一瞬にして失われた。また建築構造物を初めとする社会

施設の復旧には，莫大な費用と長い時間がかかることを
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3年生までは，建築の基礎を幅広く，しっかりと勉強し，あまり早急に専門分化しない方がよいとわれわれは考え
ています。しかし，大学生活の最後を迎える4年生は，各研究室に所属して，何か一つのテーマに取り組んでみると
ともに，先生方と膝を交えて話し合い，就職や大学院への進学の相談，大学院生との交流などを通して，教室では望
めない人間的なふれあいと相互のコミュニケーションを得ることによって，大学生活の最も有意義な思い出がつくり
出されるものと考えています。
3年生諸君は4月からの卒業研究着手に向けて，以下のような各研究室の卒業研究テーマや，1996年4月の『駿
建』にのっている昨年度の卒業生の就職動向などに目を通して，自分が4年生になって，やってみたいことを，よく
考えておくことを希望します。 木村　翔（建築学科教室主任）

卒業研究着手について

平成9年度卒業研究テーマ一覧
以下の研究テーマは，建築学，企画経営両コースの学生が自由に選択

することができる。（計：計画系，構：構造系，50音順）

――――――安達俊夫助教授・山田雅一助手（433-A号室）構

――――――――石丸辰治教授・新谷隆弘助手（454号室）構



改めて認識させられた。これを受けて建築基準法が現在

の仕様設計から性能設計（構造物の性能を明示した設計

法）に改正されようとしている。この新しい設計法をエ

ネルギ論の立場から整理し開発すること，またそれを実

現するための新しい構造部材を開発すること，これが本

研究室のメイン・テーマである。

また地震災害発生時には，社会全体の活動が停止する

ため，怪我をしても治療が受けられないとか，情報網や

交通網の破壊により被災地からの脱出や救援活動もでき

なくなるという状態になることは記憶に新しい。

１次災害はもちろん，このような２次災害を軽減する

という意味でも，従来の構造物とは設計思想を異にする

免震・制震構造の開発や普及は急務である。本研究室で

は，その設計法やディバイスの開発もテーマの１つとし

ている。

■卒業生の就職傾向

構造設計事務所，ゼネコンの現場・構造設計部・技術

研究所等への就職が多い。また，官公庁・建設コンサル

タント会社，あるいは，鉄道・電力会社の建築部門に就

職する者も増えつつある。

大型構造物試験棟に建築学科教室より出

向して運営と指導にあたっているので，船

橋キャンパスにも研究スペースがある。豊

富な設備と比較的ゆったりしたスペース

で，自由に研究できるのが本研究室の特徴。いずれのテ

ーマもデジタル・データ化し，CD-ROMを作成する。

積極的に取り組む学生を期待している。

１．建築構造工学に関する研究

構造Form―A. ガウディ ＆ Pyramid

２．実験設計の評価に関する研究―大型構造物試験棟に

おける実験研究の事例を通して―

このほか，具体的な研究テーマを持っている学生の相

談に応じる。

大原則は，各自

がすでに興味ある

研究テーマを提起

することを歓迎す

るが，参考までに，これまでの研究事例と，当研究室が

今取り組んでいる課題をあげておく。この中より選択，

研究に参加することも認めている。

１．「日本建築の伝統を探求する」研究（例えば，空間

構成，意匠，機能などについて）

２．近世社寺建築の計画，意匠，技術の調査研究（日本

の建築の近代化へのメカニズムを解明）

３．歴史的建造物，町並み，環境の保存と再生に関する

実践的研究（特に，活用の具体的提案について）

４．近代の市街地住宅および宅地開発の発展経過と形態

に関する調査研究

５．東南アジア（特にアンコール遺蹟）のフィールド・

ワークと調査研究

６．中国，朝鮮の建築に関する研究

※自主的に研究をすすめる意志と行動力のある人物が望

ましい。研究の性質上，資料収集や読書に対し，アレル

ギーのある者は不適格であろう。

なお，卒業研究着手の条件としては，海外研修旅行

（韓国，または東南アジア）に参加できることと，近

代・日本・西洋建築史のうち，いずれか２科目の単位を

取得していなければならない。

建築の目的は快

適な居住空間の創

造にある。建築の

空間性能に関係す

る多くの要因の中

で，当研究室では，音・振動環境の設計に関するテーマ

を扱っている。

また，当研究室では，建築学科のコンピュータやパソ

コンを駆使して，学生が独自のソフトを開発し，多くの

成果をあげている。

さらに，これらのソフトの積み重ねにより組みあげら

れるシステムは，音環境の分野において，コンピュー

タ・グラフィックスを利用した各種のシミュレーション

を可能にしており，特にホールの室内音響設計用システ

ムは，すでにCADとして実用化されている。

このような伝統の中で卒研を行う諸君は，自然にコン

ピュータと親しむことができ，環境工学のみならず，建

築のあらゆる分野に対応できる力を身につけて卒業して

いくことができるであろう。

■卒研テーマ

１．集合住宅の音環境性能に関する研究

本テーマは，�床衝撃音の予測と評価，�木質系，鉄

骨系プレハブ住宅の遮音性能の改善，�外周壁，隣戸間

界壁の遮音，�軌道上や道路上に計画される建物内の騒

音，振動の制御などを取り扱うもので，集合住宅の設計，

施工に直接関係するものである。

２．集合住宅の居住者意識に関する研究

集合住宅の居住環境は，建物自体の建築性能とともに，
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――――――――――――――岡村武士助教授（946号室）構

――――――――――片桐正夫教授・大川三雄助手

・重枝　豊助手（587-A・B号室）

計

――――――――――木村　翔教授・井上勝夫助教授

・橋本　修助手（583-A号室）

計



居住者の生活マナーや相隣関係などの要因が複雑に関連

している。そこで，居住者の意識調査，分析を通して，

居住者が日常生活の場で経験し，認識している問題を明

確にし，総合的に把握していくための研究を行う。

３．建築設備系の騒音振動制御方法に関する研究

建築物の高層化に伴い，建築設備の多様化が進むと，

居住空間と設備機械室が混在し，音・振動環境の性能低

下を引き起こす。本研究テーマは，設備機器・配管より

発生する音・振動の制御と予測方法について検討する。

４．居室床の弾性と居住性に関する研究

最近，居住床として多種多様な仕上げが行われてきて

いる。本研究テーマは，居住性からみた床とはどのよう

な弾性を有するものが妥当なのか，また，安全上（転倒

時など）好ましいのかを，実測調査および感覚試験を通し

て結論づけ，設計上の指針を表わそうとするものである。

５．室内音場の評価と予測に関する研究

ホールなどの室内音場の評価を行う場合，音量，音質，

空間印象などが重要なパラメータとなり，これらの要因

について，音響測定，聴感による音場評価，音場予測そ

れぞれの面から総合的な検討を行うことが大切である。

研究テーマとしては，�音の到来方向に着目した三次

元的な音場計測・立体音場再生および評価，�コンサー

ト時の演奏者の立場を考慮した舞台内音場の評価，�体

育館，アトリウム空間などでの音声伝達性能評価，�音

場合成を用いた両耳による音場再生・評価などがあげら

れる。

６．室内音響設計に関する研究

ホール，会議場や体育館などの大空間の音響設計に関

するテーマについて，パーソナルコンピュータやグラフ

ィック・ターミナルを用い，研究室で開発したソフトウ

ェアによるコンピュータ・シミュレーション手法を活用

し，室内音場の再現や評価について研究を行っている。

■就職の動向

卒業生は，建設会社の設計部，施工部門，設備会社，

住宅産業，建材エンジニアリング部門，建築設計事務所，

官公庁などで幅広く活躍しており，設計事務所で独立し

ている人も多い。専門の音響関係では，大学院修士を中

心に大手の技術研究所，音響コンサルタント事務所など

で活躍している。

本研究室では，

研究テーマとして

地区レベルから都

市レベルを対象

に，以下のような視点を設定している。

１．歴　史―――都市計画史，都市計画法制史，都市形

成史

２．調査・解析―都市調査法，土地利用解析，地域構造

解析

３．計　画―――都市空間の高度利用（空中権），伝統

的景観の保全，既成市街地の再整備

（商店街の再開発・インナーシティ問

題等），居住環境整備

４．デザイン――都市設計，都市景観調査・解析・計画

５．その他―――住民参加，etc.

これらの中から，現在または近い将来での都市計画上

の課題を踏まえ，数回のミーティングにより各自の具体

的な研究テーマを設定する。研究は個人またはグループ

で進める。

なお，次の科目はぜひ取得しておいてほしい。

「都市計画Ⅰ」「建築法規及び行政」「建築設計製図

Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」

その他，テーマによっては「建築史」「統計学」「電子

演算」等の科目が，または外国語の語学力が必要な場合

もある。

なお，当研究室を窓口として，浅香勝輔

教授の指導を受けることもできる。主な研

究テーマは「不動産事業史」に関するもの

であるが，各自が興味を持っているテーマ

によっては相談に応じる。

■研究の視座―空

間構造のめざすも

の

�構造という力学

に裏付けられた技術の世界と，造形という人間のゆれ

動く感性の世界を結ぶものは何か。

�構造には本来，安全性と経済性の確保という大役が課

せられている。一方，新しい建築空間をきりひらくと

いう創造的役割のあることを，歴史のあゆみは物語っ

ている。空間構造の今日的な役割は何か。

�“力と形”が結晶した秩序ある自然界の形象は空間構

造の原形。釣合形態と立体的な構成システムから生ま

れる合理性は，大スパン架構の有力な手がかりとなる。

■基本テーマ

「空間構造に関する研究」

�空間構造による大スパン建築の構成を試みる。

�構造特性を理論・解析と実験の両面からとらえ，設計

基本データを蓄積する。
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――――――――――――小嶋勝衞教授・根上彰生講師

・宇於　勝也助手（577-A・B号室）

計

――――――――斎藤公男教授・黒木二三夫短大講師

・岡田　章助手（439-C号室）

構



�実際の構造物の性能を確認し，理論と設計・施工との

接点をさぐる。

�コンピュータを用いた，形状解析や応力解析の手法を

開発する。

�CG，CADによる空間構造の企画設計支援を，構造計

画面から展開する。

�パソコンを用いた空間構造解析用ポストプロセッサ

（画面出力プログラム）を開発する。

�構造教育へのフィードバック手法を開発する。

■’97のテーマ

�テンション材料（ケーブルと膜）による空間構成

�木質系材料による空間構造システムの開発と応用

�ケーブルを利用したドームやタワーなどの開発

�ガラス・ウォールやガラス・ルーフの開発と応用

�サッカースタジアムの構造デザイン

�空間構造の歴史と現況

�スペースデザイン

�構造教育用教材およびソフトの開発

■研究室の横顔

�“よく学び，よく遊ぶ”は研究室のモットー。テニス，

スキー等もスポーツ力学で上達したいところ。

�合宿，OB会，現場見学会等を通じて，タテ・ヨコの

つながりを。他を知り，そして自らを磨く。

■研究内容

日常生活における快適な空間を創造する

ことは，建築計画上の基本的な設計指針の

ひとつである。空間性能をいわゆる設計者

のセンスで充分に生かすためには，環境工学的な要因を

総合的に把握して設計の中で具体化することであり，環

境情報の定量化と合理的な環境計画への応用は，質の高

い建築空間の創造に欠かせないものである。そのために

は環境要因の的確な計測と評価，さらに設計・予測手法

の確立が望まれます。

当研究室では音・光・熱環境に関するテーマを扱って

いますが，吉野研究室（住環境総合評価，環境工学とバ

リアフリー計画等）と共同で環境・情報研究室として活

動しております。また希望者は，ゼミ活動の一環として

照明コンサルタント（照明学会）の資格取得のための勉

強会を行っています。

■卒業研究テーマ

［音環境］

１．コンピュータシミュレーションによる室内音場の予

測と３Ｄ音場再生システムによる建築計画への応用

２．騒音分布の予測と環境アセスメントに関する基礎的

検討

３．超縮尺音響モデルによる室内音響設計手法の検討

［光・色環境］

１．建築空間における照明・色彩計画に関する研究

２．各種生理量の定量化による空間認知に関する研究

［複合環境］

１．住環境の総合評価システムの開発に関する研究

音環境では最新の実時間畳み込み演算器を，光環境で

は脳波計やアイトラッカーによる生理量の定量化を試

み，環境評価に対する新たな切り口を導入している。

上記の各研究テーマは，心理評価によるデータの統計

処理から最新のデジタル技術，マルチメディアの総合に

よるもので，多くの基礎知識が要求されますが，研究を

通して十分修得が可能であり，日頃より建築計画・環境

工学に対して興味と理解のある人にとってメリットが大

きい。

研究室の活動内容の詳細は当研究室のホームページ

（http://www.arch.cst.nihon-u.ac.jp/̃eea-lab/index.

html）を参照。

〔関沢担当テーマ〕

教育施設の研究

�小・中学校にお

ける新しい教育空

間の研究

将来における教育方法の変化に対応するためには，学

校建築はいかにあるべきか，また地域社会の中での学校

建築はどうあるべきか，といった観点からその計画条件

を研究する。

�障害児のための学校建築の研究

養護学校（精神薄弱，肢体不自由など）の計画条件を

実態調査を通して研究する。

研究室で継続的に勉強しているテーマは上記の通りで

あるが，卒業研究として勉強するテーマはこれにとらわ

れることはない。

〔柳田担当テーマ〕

１．CAD（Computer Aided Design）に関する研究

�CAD/CGによる設計（デザイン・シミュレーション，

プレゼンテーション）

�ネットワークによるコラボレーション・デザイン

２．計画手法・設計手法に関する研究

�計画・設計情報のあり方とその活用，情報の発信

�平面計画，配置計画における数理的手法とその応用

３．企画・FM（Facility Management）に関する研究

�企画段階における情報の収集・分析・企画立案の手法

�FMによる施設の有効な管理・運用とそのシステム
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――――――――関口克明教授（駿967-B号室，船622-B号室）計

――――――――――関沢勝一助教授・柳田　武講師

・宇杉和夫講師（579号室）

計



いずれも「建築の企画・計画・設計・製図という一連

の流れの中で，いかにコンピュータを活用するか」とい

うことが大きな共通のテーマであるが，これらに関連し

たものであれば独自のテーマでもよい。

〔宇杉担当テーマ〕

ルネッサンスに始まりヨーロッパの近代初期にかけて

近代社会の空間構成のイデアが形成された。その価値の

基盤には人間中心と生産性などがあり，方法としては経

験性，経済性などがあった。この中で近代建築と空間計

画の枠組みが生まれた。地球環境保全や地域文化の消滅

などの課題がある現在は「人間中心主義から環境中心主

義への過渡期である」と捉えると，これから検討すべき多

くのものが見えてくる。卒業研究では上記の例に限らず，

現在に対する視点を学習し，具体的なテーマ・資料をも

とに自己の作業を通して１つの結果を出すことを勉強す

る。テーマ・進路などよく相談し積極的に取り組むこと。

�空間・形態及び景観などに関する理論と方法の研究

�住居・集合住宅・居住地環境などの調査研究・計画

�環境学習及び地域環境学習施設の研究・計画，など。

私達の研究室では，計画よ

りも設計を，理論よりも実際

の作品を通して建築を学んで

ほしいと考えています。そし

て，建築を単なる「もの」としてではなく，それが成立

する社会，文化などを包摂する環境の構成要素として捉

え，研究を行っていきます。研究テーマは，このような

主旨を理解した上で各自が自主的に設定し，指導を受け

た上で進めていきます。また，当研究室の性格上，設計

に興味を持ち，将来設計を志す熱意のある人を歓迎しま

す。研究室としての共通のテーマは特に設定しませんが，

上記の主旨から以下のようなものが例として挙げられま

す。

□設計手法に関する研究

プログラミングから建築創造に至るまでの実証的な例

題の研究。

□作品分析，作品評論に関する研究

近代建築以降の実際の作品について，その歴史的背景，

地域文化的な背景を考察し，作品分析，作品評論を試

み，研究する。

□建築と風景の構築に関する研究

建築の場所性に焦点を当て，風景の構築の手法を研究

し，ランドスケープデザインやアーバンデザインと建

築デザインの関係について研究する。

○野村研（野村，

八藤後）

形態や機能本位

に設計されている

最近の建築物を，改めて設計の原点に戻り，「人間」（健

康な成人・高齢者・障害者を含めて）にとって真に好ま

しく，かつ望ましい建築物とする方策を探究する。

１．住環境に関する研究

２．住生活機器・設備に関する研究

３．社会福祉施設・リハビリテーション施設に関する研

究

４．福祉のまちづくりに関する研究

５．安全計画に関する研究

６．就労環境に関する研究

７．その他，当研究室にふさわしいテーマ

○石田研（石田）

研究室では主に高齢者・障害者など，社会的にハンデ

ィキャップを持つ人々を対象に多様な研究テーマに取り

組んできた。高齢化社会を迎えた現在，今後とも社会的

要請の強い実践的テーマとして以下を設ける。

１．高齢者・障害者のための住宅改造支援システムの提案

２．都心における高齢者居住に関する研究

３．総合福祉施設の今後の展開に関する研究

４．その他に，高齢者社会を踏まえた地域環境のあり方

に関する研究

本構造力学研究

室は二つのゼミよ

り構成されてお

り，具体的な研究

対象は異なりますが，主として「建築構造に関連する工

学的に有用な解析モデルの開発とその検証」を目標とし

た研究を進めています。

新年度の半貫ゼミは標記教員１名と大学院生６名，白

井ゼミは標記教員２名と大学院生３名の構成で，各ゼミ

の教員がそれぞれの研究テーマに関連する卒研生を分担

して指導にあたります。

〈半貫ゼミ〉

大別すると二つのテーマ（鉄骨構造と雪氷の力学モデ

ル）で卒業研究を継続する計画です。鉄骨は弾塑性，雪

氷は粘弾塑性体として扱いますが，いずれも解析６割，

実験４割くらいの時間配分になりそうです。いま高度な

力学知識はあまり問いませんが，伝統ある構造研究室で
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―――――――高宮真介教授・佐藤慎也助手（578-A号室）計

―――――――――――野村　歓教授・石田道孝講師

・八藤後　猛助手（965号室）

計

――――――半貫敏夫教授（432-A号室）・白井伸明助教授

・森泉和人助手（431-B号室）

構



なにか自分のものにして卒業してやろうという意欲的な

姿勢を歓迎します。

a）断面の幾何学的な非対称性に注目した鉄骨部材の弾塑

性挙動解析

b）骨組構造の解析モデルと崩壊過程解析

c）積雪の解析モデルと屋根雪荷重の評価に関する研究

d）氷の力学モデルと南極域における氷の建築の可能性

について

〈白井ゼミ〉

次のようなテーマについて，継続して研究に取り組ん

でいます。

a）高強度コンクリートおよび鉄筋を用いた構造物の力学

的特性に関する研究

b）高軸力や変動軸力を受けるRC柱を含む骨組構造物の

静的および動的弾塑性挙動に関する研究

c）コンクリートおよびRC構造物の強度・靭性・抵抗機

構に関する破壊力学的研究

d）鉄筋コンクリート構造物の損傷評価法に関する研究

e）その他（学生諸君の提示する自主テーマ）

いずれも鉄筋コンクリート構造物に関する難解な研究

分野ではありますが，力学系の科目に興味のある学生に

はやりがいのある卒業論文のテーマになるものと確信し

ております。また，本ゼミでは論文作成だけでなく，学

科LANの構築・整備等にも力を入れており，“人のため

に汗を流す”ことのできる学生の来室を期待しています

（コンピュータに関する予備知識は不問，心身とも健康

であること）。

卒業生の就職状況など

前年の就職戦線はきわめて厳しい状況にあったにもか

かわらず善戦しており，その実績は大学院生では建設１，

住宅１，製造１，設計事務所２，また，学部生は建設14，

住宅６，設計事務所１，製造２，進学４となっています。

■卒業研究テーマ

１．木質構造の構造特性に関

する研究

２．南極昭和基地の建物に関する研究

３．石膏コンクリート及びアルミナセメントの低温特性

に関する研究

■研究室

研究室は４号館の３階にある。研究活動は構造実験と

解析を主体に活動を進めている。当研究室では「よく学

び，よく遊べ」をモットーとしている。

■研究内容

当研究室では木質材料のLVL材（Laminated Veneer

Lumber），集成材を用いた構造物の研究を構造・材料

の両面から行っている。特に現在は，LVL材の有効な

接合法（継手・仕口）に関する実験的研究を行っている。

また，日本の南極観測基地の建物に関する研究におい

ては草分け的存在であり，最近では昭和基地居住棟建物

に関する実大実験がある。昨年11月に，観測船「しら

せ」に居住棟建物が積み込まれ，隊員の基本的生活の場

になる。昭和基地建物は築後約30年以上も経過し，老

朽化している。そんな中，研究室の課題は絶えない。氷

床建物の基礎的研究，不燃化木質系による新構造システ

ムの研究，石膏コンクリートを用いた研究等が主な内容

である。

上記他，研究室では電算機を用いた構造設計手法の修

得も大きな課題の一つである。その主な目的は，電算機

を用いた設計手法が多岐にわたっているため，設計にお

ける一連の流れをつかみ，構造的センスを養うことにあ

る。これらの演習は，多数のパソコン用ソフトを用い，

最先端の構造設計手法の話題も交えながら進めていく。

■研究室の就職状況

研究室の昨年度の就職状況は，１．鹿島建設㈱，２．

大成建設㈱，３．㈱竹中工務店，４．㈱間組，５．戸田建

設㈱，６．積水ハウス㈱，７．大和ハウス工業㈱，８．旭

化成ホームズ㈱等のほか，大手建設会社に就職している。

■卒業研究テーマ

１．寒冷地に建つ建築物に関する研究

�南極基地建物に関する工学的諸問題

�多雪地域における超高層建築物の人工吹

雪実験によるシミュレーションおよび現地調査

�多雪地域のリゾート開発に関する研究

２．建築物の寿命・耐用年数に関する研究

木造・非木造建築物の寿命実態調査と寿命推計，マン

ションの寿命，ストック，管理，建て替えの実態調査な

ど

３．都市・建築の防災計画に関する基礎的研究

地震，風，雪などの荷重による自然災害と都市の安全

性，防災計画に関する調査研究

４．高強度鉄筋コンクリート構造に関する研究

高強度材料を用いた鉄筋コンクリート有孔梁の耐力と

変形に関する研究

５．その他

不動産に関するものなど，相談に応じます。

■卒業生の就職傾向

平成８年度卒業生は学部生18名で，建設会社８名，

住宅関係４名，不動産関係２名，その他コンサルタント

など２名，大学院２名と多方面にわたる。

7

―――――――平山善吉教授・斉藤俊一助手（431-A号室）構

―――――――――――――三橋博巳助教授（581-B号室）構



■研究内容

当研究室は，鉄筋コンクリ

ート（RC）およびプレスト

レストコンクリート（PC）を

主とした分野を研究対象としている。

■卒業研究テーマ

１．開口PCはりの研究

PCはりに大きな貫通孔を設ける要求は多いが，現状

では適切な設計法が確立されていない。そこで，数年来

この研究を続けてきた結果，特別の開口補強を施さない

単一開口の場合については，実験的および理論的な研究

を概ね完了した。本年は残された問題である補強方法，

連続開口などについての研究を行うほか，実大試験体に

ついて総合的な加力実験を行う。

２．プレキャスト部材の接合に関する研究

建物の工業化の傾向にともなって，最近はプレキャス

トの利用，特に場所打ちとプレキャストを一体化して用

いるハーフプレキャストの利用が急増している。この両

者の結合にはコッターと結合筋が用いられるが，結合鉄

筋の力学的挙動についてはなお不明の部分があり，また，

接合面のコンクリートのせん断伝達機構に不明の点があ

るので，主に実験的研究を行う。

３．プレキャストPCの柱接合部に関する実験的研究

高強度コンクリートを用いた高層ラーメン構造を対象

とした高軸力を受けるプレキャストPCの下層部柱脚に

ついて，地震時の挙動に関する接合部の弾塑性性状を実

験的に調べ，解析結果を基にしプレキャストPC部材の

履歴復元力特性のモデル化を行う。

私たちの研究室では各自の

自主的な活動，発想を重視し

ており，卒業研究のテーマは，

その性質上，各自の申し出と

相談の上で決められる。目下のところ，劇場，コンサー

トホール，多目的ホール，イヴェントスペース等，演劇，

音楽，舞踊，ショーなどパフォーマンス空間についての

調査や研究が多くを占めており，このため舞台美術，舞

台照明，舞台監督，さらに演出，劇場運営といった幅広

い関連分野の人々との交流や活動も多い。継続して研究

を行っているテーマは，以下の通りである。

１．劇場及びコンサートホールに関する研究

�舞台空間の使われ方とその構成

�客席の構成とデザインの問題

�フレキシブルな上演空間の可能性

�舞台美術と劇空間

�ホワイエ内の観客サービス機能

２．設計方法に関する研究

３．公共文化施設に関する研究

管理者や利用者のそれぞれの立場から見た地域文化施

設の現状と今後の在り方を調査研究する。

４．祭りの空間に関する研究

その他，各自が興味を持っている具体的なテーマがあ

れば相談に応じる。

吉田研究室は，建築設備，

温熱環境（温・湿度分布，気

流，温冷感など），環境複合

などを主な研究内容としてお

り，また空気清浄の分野については国立公衆衛生院建築

衛生学部の諸研究室と協力関係にある。

これまで卒業生の多くが設備会社，設備設計事務所，

建設会社や設計事務所の設備部門等に就職しているが，

この分野はアメニティ豊かな未来の高性能建築を支える

技術の中心であるため，バブル後も求人は他分野ほど減

少していない。しかし，不況による他分野からの転向組

も多く，応募者は急増しており，競争率の高さは今年も

続くと思われる。女子の技術系総合職も制度としては定

着しているが，これもバブル時代に多かった人材確保の

ための大量求人が反省期に入った結果，競争率は急上昇

しており，男女を問わずプロへの指向を厳しく問われる

傾向が’96年度も顕著であった。

卒業研究のテーマは，研究室の継続課題である

１．身体障害者等の温熱環境に関する研究

２．実験動物施設の環境制御に関する研究

３．温熱環境の数量的評価に関する基礎的研究

４．地球にやさしいエネルギシステムに関する研究

５．設備意匠の研究

と，国立公衆衛生院の空気清浄に関する諸研究である。

身体障害者はしばしば体温調節などの温熱環境への適

応にも障害を持つが，本研究室は過去21年間の研究実

績をもとに，高齢者・病弱者などへも対象を拡大しつつ

あり，また国際研究協力の推進力としても発展が期待さ

れている。温熱環境の数量的評価基準についても，その

ような幅広い個人差に対応しうるものを検討中である。

実験動物施設については，本研究室はその基準の充実

や体系化に環境工学の分野から中心的役割を果たすべき

立場にある。地球にやさしいエネルギシステムに関する

研究は，建築学会の学際的プロジェクトの一環である。

設備意匠に関する研究も一層の発展を必要とする。

研究の継承発展のため，大学院進学希望者を歓迎する。

また国際協力体制の強化のため，語学に優れた卒研生・
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―――――本岡順二郎教授・中山　優短大講師（332号室）構

――――本杉省三助教授・佐藤慎也助手（578-A・B号室）計

―――――――吉田あきら教授・蜂巣浩生助手（453号室）計



院生候補も２～３名は欲しいところ。自主テーマは，当

初から本人に十分具体的な計画が認められるものに限

る。

当研究室は，建築の設計と

計画の関連の中で建築空間や

都市空間をとらえることを研

究の主軸にしているので，建

築の設計に興味を持ち，熱意のある人物が望ましい。

卒業研究は，その性質上，各自の自主的な研究に対す

る意欲によって成り立つものであり，研究の視点につい

て充分に相談のうえ決めている。独自のテーマで進める

場合は，各自のテーマに対する具体的な研究方法や資料

収集の方法を提示してほしい。

当研究室で継続して研究を行っているテーマは，次の

通りである。

■研究内容

１．スポーツ・レクリエーション施設に関する研究

�広域圏のスポーツ・レクリエーション施設の研究

資料・文献等に基づく基礎的研究等

�地域における公共および民間スポーツ施設の研究

施設類型別にみた，施設の利用・使われ方などの調査

研究等

２．社会教育施設の研究

各施設系について，既存資料・文献・実態調査等に基

づいた基礎的研究等

なお，当研究室を窓口として，海洋建築工学科の小林

美夫教授（駿966号室，船231-B号室）によるゼミを受けること

ができる。

■研究内容

私たちの専門は設計と計画であり，大小の競技設計に

積極的に参加したり，実際の設計活動に携わることによ

って創作のフィロソフィを求め，建築設計そのものとい

える総合の方法について研究している。このような観点

から最近では海の建築，シンボルタワー，キャンパス計

画，武道館などを研究テーマとしている。

■卒業研究テーマ

１．卒業設計・修士設計についての研究

国内外の建築系大学・大学院の卒業設計・修士設計の

資料・作品を収集し，設計のテーマ，コンセプト，デザ

インなどについて分析的な考察を行う。

２．海の建築

海洋建築論：海洋建築デザイン・計画論の他，厳島神社

などの歴史的視点からのテーマなど

海洋景観論：日本三景など海景についてのテーマなど

■研究内容

当研究室は，鉄筋コンクリート（RC）

構造およびプレストレストコンクリート

（PC）構造の研究を対象としている。

■卒業研究テーマ

１．PC架構の復元力特性に関する研究

PC造の建物は通常，柱，壁をRC造とし，梁をPC造

としている。この梁が構造体全体の履歴性状に及ぼす影

響について検討する。

２．RC構造物の柱，梁接合部の破壊性状に関する研究

地震力が作用するRC架構の接合部では隣接する柱と

梁から大きな剪断力が導入されるため，エネルギー消費

能の高い靭性のある復元力特性を得るための十分な補強

が必要であり，またこの接合部は柱と同様に軸力を負担

する部位であり，柱，梁に比べて補修が困難なため，破

壊を避けねばならない。本研究では，柱，梁接合部の破

壊性状を実験的に検討する。

■卒業研究テーマ

１．実施設計と設計競技（コ

ンペ）を通じてのデザイ

ン・創作

２．建築におけるイメージと演出手法について

３．ヨーロッパ近代建築史および近・現代建築論

４．歴史的環境を継承する設計・デザイン手法に関する

研究

上記テーマは一例であり，各自の設定したテーマによ

るが，設計・デザインを中心としながら建築論・建築史

を学習する。

■卒業研究テーマ

地盤と構造物の動的相互作用に関する諸問

題

この１年を通して共に学び，語らい，卒

研生諸君にとって，学生生活最後の良き思い出となるよ

う共に努力したい。以下を読み，興味を持った学生を希

望する。

人と人との関わり合いにはうまく表現しきれない相性
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―――――――若色峰郎教授・渡辺富雄助手（966号室）計

■短期大学部建築コース所属研究室
以下の研究室では，建築学科教室の承認を得た上

で，卒業研究の指導を受けることができる。

―――――――――岡田　満講師（駿333号室，船926-A号室）構

――――――――小石川正男助教授・田所辰之助助手
（駿333号室，船546-B号室）

計

――――――――下村幸男助教授（駿333号室，船926-C号室）構



の問題があるように，建物と地盤との間にも相性の問題

がある。ただし，人間関係とは逆に，あまりそり（性質）

が合うのは好ましくない。

地震時の建物の挙動は，建物自体の性質のみならず，

建つ地盤の性質に大きく依存する。両者の関わり合いを

地盤と構造物の動的相互作用と呼んでいるが，正直，ち

ょっと取っ付きにくい難しい分野（あるいは人間？）の

ためか，今まで殆ど希望者がいない。しかしながら，近

い将来の耐震設計は，この相互作用を無視して成立しな

いものと思われる。相互作用を考慮すれば，建物の固有

周期は延び，減衰は増し，一種の免震構造と似た効果が

期待できる。これは，考慮の有無に関わらないことである

が，的確に考慮すれば，より合理的な設計が可能となる。

本年は，煩雑な計算を極力避けた簡単な数学モデルに

よる相互作用解析コードの確立を目指す。

■研究内容

南極昭和基地の観測用建物の基礎部分の

建築材料として，アルミナセメントコンク

リートが打設されて約30年が経過してい

る。当研究室では，昭和基地から持ち帰った骨材を用い，

低温環境下で打設・養生したアルミナセメントコンクリ

ートやアルミナセメントを用いた鉄筋コンクリート梁の

力学的特性について，実験的研究を継続して行っている。

■卒業研究テーマ

１．アルミナセメント鉄筋コンクリート梁の低温環境下

での強度に関する研究

昭和基地の建物建設時期の気象条件を大型低温室内に

再現した室内で，アルミナセメント・昭和基地産骨材を

用い，打設および養生した鉄筋コンクリート梁の強度に

ついて実験的研究を行う。

また，アルミナセメントや低温環境下でのコンクリー

トに関する論文調査を行う。

２．木質構造の構造システムに関する研究

これまでの昭和基地建物に用いられている，木質系プ

レファブ建築のシステムに関する研究で，平山研究室と

共同研究を行っていく。

■研究内容

主としてコンクリートの初期性状（材齢

３日以内）に関する実験研究を継続して行

っている。

■卒業研究テーマ

１．コンクリートの初期ひびわれに関する実験研究

シリカフュームを用いた超高強度コンクリートの初期

ひびわれに関して，拘束コンクリート板を用いて実験を

行い，ひびわれの発生状況を測定する。

２．コンクリートの初期収縮に関する研究

高流動コンクリートの自己収縮に関して，セメントの

種類，水セメント比，混和材の種類の影響について実験

検討する。

■卒業研究テーマ

１．集合住宅における複合環境（温熱・空

気・音・光環境）の実態と評価法に関

する研究

環境共生をベースに環境家計簿等，省エネ意識を反映

した総合評価指標を共に考える。

２．複合環境調査の簡易測定法に関する検討

集合住宅やオフィスの複合環境調査で行ってきた現場

実験における測定法の問題点を明確にし，生活実感を大

切にした簡易測定法を検討する。

３．個人の暴露騒音と居住環境性能について

（サウンドエデュケーションに関する研究）

環境教育の一環として，生活音を切り口とした聴取訓

練やLeqメーターの有効活用により，サウンドスケープ

に関する関心を高め，住まい方の観点から快適音環境創

出のためのガイドラインを検討する。

４．視覚障害者用バリアフリー歩行空間の環境工学的支

援に関する試み

他大学・他機関との共同研究により，誘導ブロック，

誘導鈴，音響信号機等の敷設に関し，環境工学的アプロ

ーチにより今後の施策を提示していく。

５．集合住宅の複合環境要素としてのアレルゲンの実態

と評価法に関する研究

居住下における結露やカビ等の発生実態を実害や健康

の観点から調査し，模擬居住実験を通し，建材ごとに付

着真菌等の増殖過程を評価するための新たな方法を考案

する。

６．大規模開発に関する騒音・振動アセスメント

当該環境影響評価のモデル地区における騒音・振動ア

セスメントのための手続きと手法を学ぶ。

※なお，研究活動は関口研究室と共同で行います。
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―――――――――――――内藤正昭講師（船926-B号室）構

――――――――――――――横山　清教授（駿333号室）構

――――――――吉野泰子講師（駿967-B号室，船545-A号室）計

第29回建築学生海外研修旅行の案内
Aコース〈北欧4か国＋ローマ，パリ〉

平成9年7月25日～8月12日（19日間）
引率：関沢勝一助教授＋斉藤俊一助手

Bコース〈カイロ，イスタンブール，アテネ，バルセロナ＋ローマ，パリ〉

平成9年8月19日～9月9日（22日間）
引率：三橋博巳助教授＋重枝豊助手

両コースとも募集人員35名，申し込みは3月中旬の予定



Ａコースの特徴は，3点に集約される。第1は，古代ローマの遺

産とその継承である15世紀以降のヨーロッパ建築の流れ（ルネッ

サンス，マニエリスム，バロック，ロココ，新古典主義）といった，

いわゆる古典主義建築の系譜を体系的に辿ること。第２は，バルセ

ロナ，プラハ，ウィーン，そしてパリといった前世紀末に独自の近

代文化の華を咲かせた都市を体験すること。そして第３は，近代建

築の巨匠たち，ガウディ，ミース，シュタイナー，そしてコルビュ

ジェの多くの作品に触れることにあった。ローマ～フィレンツェの

途中に立ち寄ったアッシジでは，昼食に向かう山道で突然のにわか

雨に出会い，全員がずぶぬれになるという全行程中での最大のアク

シデントに遭遇。フィレンツェ～ヴェニス間では，マントヴァの街

の美しさを再認識し，ヴェローナのカステルベッキォ美術館によっ

て建築家カルロ・スカルパの魅力を満喫できたことなども予想を超

えた収穫であった。

最終日のアンケートによると，最も印象深かった都市及び建築作

品としては，バルセロナのガウディの作品とパリ及びその近郊にあ

るコルビュジェの作品がダントツの人気であった。この二つは旅行

の最初と最後にあたることから，おそらく22日間という長期間の

日程ということもあって，途中の印象がやや薄れた結果ともいえよ

う。都市としてはパリ，バルセロナ，ローマが人気の御三家である

が，帰国後の写真交換会の折には，プラハの思い出が語られること

も多かった。東欧圏の都市のもつ不思議な魅力は，ボディブローの

ように徐々に利いてくるようである。 （大川三雄）

Ｂコースの目玉は，まず前半，マドリッドでピカソのゲルニカを

観ること，グラナダでアルハンブラ宮殿を訪れること，そして，バ

ルセロナでガウディ漬けになること。中盤は，ローマからフィレン

ツェを経てヴェニスに至る，古代からルネッサンスを通り抜けるイ

タリア紀行。後半は，Ａコースと共通であるが，ロンシャンの教会，

ラトゥーレット修道院（宿泊体験も含めて），サヴォア邸，コルビ

ュジェ・センター等を巡るコルビュジェ・ツアーであった。

あまり欲張らず，主要な都市は３泊にして，できるかぎり自由研

修の時間を多くとるよう工夫したにもかかわらず，今振り返ると，

本当に慌ただしく，盛り沢山な22日間であった（教会だけでもい

くつ訪れたことか）。

「印象が薄れないうちに」ということで，帰りの飛行機の中で全

員に書いてもらった感想文をみても，それぞれがこの旅行をおおい

に楽しんだようだ。特に，建築そのものは当然のことながら，行く

先々で出会った街角の情景（町中を行き交う人々，広場で繰り広げ

られる大道芸や物売り，etc.），食事のたびに飲むミネラルウォー

ターやワイン・ビールと美味しい食事，フラメンコショーやサッカ

ーの観戦などなど，生の体験を通して得たものはそれぞれに新鮮な

感動を残したようだ。

大きな印象の大部分は各自の中にしまい込まれてしまったのか，

肝心なところの写真がひとつもないが，断片的なコメントと写真を

通して，この旅行を満喫したみんなの雰囲気を感じ取っていただけ

るでしょうか。 （柳田　武）
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バルセロナ 

ポーランド 

スウェーデン 

オランダ 

ベルギー ドイツ 
連邦共和国 

イギリス 

フランス 

スペイン 

イタ 
　リア 

チェコ 
　スロ 
　  バキア 

　オース 
トリア ハンガリー 

アルバニア 

ルーマニア 

ブルガリア 

スイス 

旧ユーゴ 
スラビア 
連邦諸国 

　ポルト 
ガル 

プラハ 

ウィーン 

パリ 

バーゼル 

ラルブ 
レッスル ヴィツェンツァ 

ローマ 
マドリッド 

グラナダ 

ミュンヘン 

ギリシャ 

フィレンツェ 

ヴェニス 

デンマーク 

A・Bコース 

：バス 
：列車 ：列車 

：バス 
：列車 
：バス 

：航空機 ：航空機 ：航空機 

Aコース Bコース A・B共通 

Ａコース
平成8年8月19日～9月9日
引率／白井伸明助教授

大川三雄助手
構成／大学院1年3名，研究生1

名，学部4年生5名，学部
3年生26名

Ｂコース
平成8年8月20日～9月10日
引率／柳田　武専任講師

根上彰生専任講師
構成／学部3年生38名

第28回

建築学生
海外研修旅行

報告

Ａコース Bコース
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アッシジのサンフランチェスコ教会の見
える畑で空を見ると，あつい雲から光が
漏れているようすが目に入った。それは
神様の存在を信じさせられるような神秘
的な空で，今回の旅行のテーマにふさわ
しいような空だった。（3年　垣中太郎）

ラ・トゥーレット修道院。最も印象深か
ったものの１つです。コルの晩年の作品
でロンシャン教会と共に荒いヴォリュー
ム感と精神性が心にしみた。

（3年　永田　弘）

ワッサーハウス。古都ウィーンの美しい
街並みと，それにさりげなく溶け込むフ
ンベルト・ワッサーの美学との調和を肌
で感じ，言葉を失う。（3年　杉本理恵）

夕日のあたるコロッセオ。
目の前で食べた夕食は忘れない。

（3年　大貫真樹）

今回は，やっぱりブリオン・ベェガが最
高でした。１つ１つの見せ方，形態など
など，鳥肌ものでした。

（3年　茂呂栄明）

夕焼けと運河のハーモニー。
夕方のヴェネツィアとの別れに，少しおセンチにな
っています。 （無記名）

旅の思い出は，ヴェネツィアで水上バスに乗ったこと。運河を一周している間中，この水の都に魅了され
ていた。 （3年　城村裕輝）

ゲーテアヌムには，言葉で言えないすごさがあった。（3年　青木明宏）

マントヴァの街にて。ドゥカーレ宮でガイドさんと
会ってお話を聞いたあとバスに戻ったらバスがいな
かった。ハラハラしながらも，初めて乗るオープン
カーにドキドキしておりました。

（添乗員　渡辺裕美子）

線路沿いを歩くのがしんどいため，貨物列車を見つけてドラマ未成年ご
っこ。シグナルBOXは遠～目で見させてもらった。（3年　中山満勝）

ショーの製塩工場。とても広々とした所でした。
理想都市のよい見本としてよい勉強になりました。 （3年　初見泰則）

旅の思い出は，食の思い出。
食べたり飲んだりしたことが一番印象に残っている
のでは？
「それ，うまそう，ちょっといい？」
「だめ！！」 （3年　平湯友信）

ローマ郊外チボリのヴィラ・アドリアーナにて。
水辺に残る建築の断片に歴史の重さを感じ，あのル・コルビュジェ
のスケッチしている姿を想像すると，感動はひとしおであった。

（4年　尾又健介）

研修旅行の心残り。
・エッフェル塔に登れなかった
・プラダの工場に行けなかった
・音楽都市に入れなかった。 （3年　小笠原康博）

「え」にならないくらいチェコキュビズムはスゴイんです。
ヤロシュ・ヴィラは大正２年，ヨーゼフ・ホホルの作品です。

（研究生　川嶋　勝）

パリのポンピドゥーセンター前のゲーセンにて，し
ばしゲームを楽しんだ。やはり，ゲーセンの中は万
国共通でした。 （4年　佐藤雄彦）

ウンコを踏まないように，街灯に登って撮ってもら
った。この公園で，この後，僕はウンをつけました。
ラッキー （1年　立川博之）
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FIRENZE DUOMO。一緒に街を回って
いたメンバーは，疲れたとか何とか言っ
て登ろうとせず，結果として僕一人で登
った。何故，高いところがあると登って
しまうのか。良い景色を求めて登るのか。
感想…「疲れた」。 （3年　森谷　寛）

楽しい旅行でした。でも，
きちんと勉強もしました。
ただ今ジャンヌレ邸にて
コルビュジェ研究中です。

（院1 平林みか）

タイトル「りきむ」 （3年　横山ひろき） パリ郊外…そこには，澄んだ瞳，無邪気な子供，壊れた自転車，そして美しい集合
住宅。
低所得者層に対する粋な配慮，凛としたプライド。
その空気にちょっとだけふれてきた。 （3年　中村和基）

サヴォア邸にて。コルビュジェ設計のリラックス
チェアーに横になる。なかなか寝心地良し。

（3年　松永敏広）

「ドイツ パビリオン」のバルセロナチェアー。ず
っと座っていた外国人にたどたどしい英語で席を変
わってもらい，超ごきげんな図。（3年　山中富士子）

ゲーテアヌム。圧倒的な存在感に畏怖し，己の小さ
きことを痛感す。
茫然と立ちつくし，ただ涙するのみ。

（4年　大原麻里）

フィレンツェに乾杯！！
旅行中22日間1日も欠かさなかったことといえば，ワインを切らさなかったことかな。 （3年　室橋又也）

ヨーロッパのまちに着いたら，まず高いところに登るべきである。そうすれば，まちの顔がわかるだろ
う。 （3年　植原淳一）

ローマからフィレンツェへ向かう途中の街「アッシジ」のレストラ
ンでの光景。不意の大雨に襲われ，テーブルクロスを身に纏って食
事を楽しんでいる。 （引率　白井伸明）

フランスの地下鉄。エルトン・ジョンぽい曲に合わせて，突然始ま
った芸に思わずシャッターを切りました。乗客みんなノリノリ。

（3年　三須博之）

サンフランチェスコ聖堂の回廊にて。日本人神父の配慮によって，一
般の人々は立入禁止の場所に引率していただきました。

（3年　福住茂久）

ライトアップされているカサ・バトリオがすばらしく美しく見えた。
ガウディの造形には感服，恐れいった。 （4年　後藤栄子）

ポポロ広場の眺望の美しさに思わず息をのむ。
2人はシャッターも切らずに，ただあぜんとするだけでした。

（4年　佐々木　郁）

ヴェローナの円形劇場でのオペラ（カルメン）。
オペラ歌手の歌声が夜空に響きわたり，オペラ初体験の感動を味わ
った。 （3年　古川広毅）
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前半の最大の見所，アルハンブラ宮殿のフェネラリフェ庭園

第1日目，マドリッドのレストランにて

スペインのグラナダにて

海外研修旅行，第一印象は？
●全てはこの日から始まった。一生忘れることのできない旅
だった。 （梅原朝枝）
●今考えると，とても貴重な体験をしたと思う。毎日が新鮮
で楽しかった。今度は一人でヨーロッパに行きたい。

（石永英丈）
●感動の連続でした。また，エッフェル塔の夜景を見たい！

（甲野知子）
●憧れの建築家の作品を観てとても感動した。そして，写真
にも写っているが，このキノコがとてもうまかった。

（小清水祐司）
●長いようでとても短い旅行だった。チーズはもういいけど，
ドイツのソーセージとビールはまた食べたい。 （大杉彩夏）
●初めての海外旅行で，自分を思い知った旅だった。毎日お
いしいチーズを食べることができて幸せだった。

（岡村美佐樹）
●ヨーロッパの建築，風土，人，どれもが自分に新しい，そ
して重要な考え方を教えてくれたと思う。しかし，ドイツの
バイスビールはうまい！ （金井田晃央）

●スペインのグラナダでの写真です。天気がよくて日に焼け
ました。 （岩崎頼太）
●主に一緒に行動した連中と撮った写真です。景色が良くて
感動しました。 （今野竜也）
●この写真をとる前に，フィルムを1本カメラに入れるとき
ダメにしてしまいました。 （池田和隆）
●中庭の池がきれいでした。 （高橋竜太）
●アルハンブラ宮殿は奥が深く楽しかった。また，アルバイ
シン地区は自分が外国にいるということを実感させられる場
所だった。 （青野順広）

今回訪れた中で最も良かった都市は？
●バルセロナ，ガウディの建築物に出会ったこと。パリ，近
現代建築に出会えたこと。とにかく，来て良かったと思う。
今度は，ゆっくり一人で，外国を旅し，いろんなことに出会
い，吸収したいと思う。 （佐々木雅浩）
●今回，訪れた都市で印象深かったのは，最後に訪れたパリ。
それまでは，古い教会や，古い町並みを見て回っていたので，
あらためて，現代建築の新鮮さを感じることができた。

（岩松正剛）

総合評価？
●スペイン，イタリアと様式建築を多数見学し，教会の荘厳
さ，宮殿の権力のもつ華美さに圧倒された。その後に，ドイ
ツ，フランスと近代建築に触れていくと，様式建築とは全く
異なるシンプルさ，ガラスなどを駆使してつくる建築形態に，
何故かほっとするような親近感のようなものを感じた。

（中村日出夏）

●研修旅行三都市目のバルセロナ。スペインの青空と，旅の
慣れから，つい遊んでしまった。 （吉田　仁）
●スペインの地中海性気候の中，海外旅行の楽しみを満喫し
ていた時の写真です。 （三矢武史）
●カゼをひく前のまだ元気な僕です。この先の旅のつらさを
まだ知らない，にこやかにはしゃいでる僕です。（佐藤崇文）
●バルセロナは暑かったけれど，日本のように蒸し暑くなく，
とてもさわやかな暑さであった。海辺の仮設遊園地で遊んだ
ことが非常に楽しかった。 （三上功生）

●バルセロナで食べたガーリックトーストは最高！！
（木匠　聡）

●金銭感覚のまひ，食べすぎ，飲みすぎ，そして自分の知ら
なかった世界を感じることができた。 （宮澤裕紀）

●おっきなおっきなサグラダ・ファミリア。いつ完成するの
かなぁ…？ （中原英子）
●迫力に圧倒されたサグラダ・ファミリア。50年後にまた
見に行きます。それまでに，どれくらいできているのでしょ
うか。 （須田雅恵）

中でも一番人気は，やはり，バルセロナ！！

●一番印象に残っているのはバルセロナ。ガウディの建築を
見てただただ「すごい」と思ったのと，さらに闘牛を見て興
奮し，その興奮が冷めないうちにサッカーを見て，大満足で
あった。 （田中善英）
●ガウディーの残した建築が町のいたる所にあり，直接見る

ことができ，感動した。また，サッカーや闘牛も見ることが
でき，とても楽しむことができた。 （岩崎頼太）
●スペインは，ガウディの建築物が思っていたよりパワーが
あった。夕暮れのバルセロナの町，目前の夕日に照らされた
カサ・ミラの圧倒的な存在感。 （由井健太）

バルセロナ，コロンブス広場の塔の足元にて

旅の中盤・イタリアでは，
すっかり慣れて……
●ローマの朝市にて。果物を買い
あさり，市場のまん中でむさぼり
食べる。それが，その日の朝食
に。 （重川佳子）
●ローマのパンテオンの柱で。歩
いて歩いて歩いて，つかれきった
3人です。＆写真を撮ってた須田
さんも……。

（高木陽子）
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この旅行全体の感想を拾ってみると……
●はじめは建築物ばかりみていたけど，それよりも，その建
築物を生みだした街並みや，人々の暮らし，街の雰囲気を感
じることが楽しくて，大切だと思った。ドイツのビアガーデ
ン，フランスのレストラン，いろんな街での大道芸，いろい
ろな生き方，生活があると感じた。 （谷田一彦）
●建築を作り出す人々，そのまわりで生活する人々，その
人々が作りだす建築もその場へ実際に行き，体験することで，
写真では感じることのできないことを数多く学んだ。街をな
んとなくブラリと歩きまわり，カフェでひと休みして，行き
かう人々を眺めていると，少しでも自分がその街の人になっ
たような気がした。そして，またいつかここへ来てみたいと
思うことが多い旅行だった。 （近藤創順）
●ツアーで見に行くものよりも，やはり，自分の足で地図を
片手に必死になって見てきた建築には，それなりの実感と，
感動がありました。その建物に向かう間の街並みや，その土
地の人々をじかに感じ，その建物と周辺の地域との調和を味
わえたことは，自分にとって良かったと思います。

（鈴木菜穂子）
●この研修旅行で建物をたくさん見たことはもちろんよかっ
たが，3週間もの長い間，多くの友達と一緒に過ごせたこと
も本当によかったと思う。 （清水理絵）
●百聞は一見にしかずを感じる機会の多い旅行でした。「建
築は絵のように日本に渡ってくることがなく，その場所に行
かずには見ることが不可能で，またその場所へ行けば必ず待
ち受けてくれるものだ」ということをしみじみ感じました。
また，添乗員のクロードも楽しい人で，苦労が重なっても
それを見せずに解決してくれたので，頼もしく思いました。

（斎藤文子）
●バス旅行中の皆さんの快眠ぶりに感心しました。Lost
Baggageが3回もあったこと以外，大きな事故もなく，無
事に終えられたのでホッとしています。皆いい子達で，弟や
妹のように可愛いく思えて，一人一人を抱きしめたい気分で
す。 （黒田克也：添乗員）

●最後のお別れ会，ワインでちょびっと赤い顔の皆さんです。
えっ，私も……。 （高木陽子）
いや，もっと赤い顔の人がいるようです。

●サンマルコ広場で撮った結婚式の模様です。みんなか
ら祝福されて，とても幸せそうでした。 （青木有紀男）

こちらは，「祝福」とは縁のない集団！？

ヴェニス，レガッタレース当日

最後のパリで，エッフェル塔を背に全員そろって記念写真

そして，ヴェニスを一番にあげた人達の感想は？
●レガッタ，映画祭前日で街全体に活気があった。サンマル
コ広場では，生バンドの音に酔いしれ，帰りの水上バスで
「ヴェニスってすばらしい」と，街灯に照らされた街をあと
にした。 （小山恵子）
●街の中に流れるそれぞれの水路が路地のようで印象的。水
上バスや水上タクシー，船が人々の生活の足となる光景はめ
ずらしかった。 （武田美由紀）
●水上バスでの移動やレガッタ前日の盛り上がった雰囲気が
良かった。 （合田奈緒子）
●運河の水が泳いではいけないほど汚いと知った時はショッ
クだったが，街の景観と人々の雰囲気が気に入った。特に，
夜になったヴェニスは最高だ。サンマルコ広場もいい。

（佐藤孝雄）

＜人気のあった都市BEST5＞
1位バルセロナ：サグラダファミリアの夜景には圧倒，ガウディがすっかり溶け込む街並み，
ピカソ・ミロ・ダリなどカタルーニャの芸術家達，闘牛・サッカーなどナイトライフも充実
◆2位パリ：あらゆる建築様式がひしめく大都会，ダイナミックな現代建築と壮大な都市計
画，他の都市とは比較にならないエネルギーに自由研修で足棒◆3位グラナダ：東西文化の
融合アルハンブラ，アルバイシンの街並みに悠久の時の流れを実感，シエスタの習慣にもす
ぐ順応◆4位ヴェネチア：レガッタ前日の華やいだ雰囲気，海に浮かぶ夜景に夢心地，今度
は新婚旅行で……◆5位ミュンヒェン：何といってもビヤホール，気さくなジモッティとす
ぐ意気投合，大いに盛り上がりました。

＜印象に残った建築BEST20＞
1位サグラダファミリア◆2位ロンシャン教会◆3位ラ・トゥーレット修道院◆4位サヴォ
ア邸◆5位コロニアグエル地下聖堂◆6位アルハンブラ宮殿，ゲーテアヌム◆8位パンテオ

ン◆9位ホテルケンピンスキ，ルーブル宮，ラ・デファンスの建築群，カルティエ財団，サ
ン・ピエトロ大聖堂，グエル公園◆15位ラヴィレット公園，カサ・ミラ，アラブ世界文化
研究所◆18位ロート邸，ポンピドゥーセンター◆20位BMW本社ビル，ベルサイユ宮，
TGVリヨン駅，バルセロナ博ドイツ館

＜その他＞
トラブルBEST3：3度のロスバゲで延べ7個の荷物が空をさまよう，ローマとヴェネチア
2度の大雨，最後の最後帰国便の6時間Delay◆印象に残った人：建築家ロート氏，グラナ
ダのBAN氏はじめ個性的な現地ガイドの方々，その他多くの人々との出会いもありました◆
最大の収穫は，各国の多彩な文化に触れ「また来たい」という人が大勢いたこと。今度は自
分の足で，もっと多くの都市と建築をじっくり味わってください。添乗員のムッシュ・クロ
ードもご苦労様でした。 （根上彰生）

最後に旅の印象を機内アンケートからまとめると



この度，以下の宣言文のもとNGOを設立しました。

詳しくは，インターネットのホームページをご覧くださ

い。

宣言文

これまで建築家として，モニュメンタルな建築を作る

だけではなく，いかに社会的な活動をするか考えてきた。

私は，今まで開発してきた「紙の建築」の技術を利用

し，阪神大震災の被災地にボランティアの人々と仮設の

教会（集会所）と住宅を建設したり，国連難民高等弁務

官事務所（UNHCR）とともにルワンダなどの難民用シ

ェルターを開発している。

神戸やルワンダの問題は氷山の一角にすぎず，また

「紙の建築」のアイディアもさまざまな方法の一案にし

かすぎない。

そこでインターネットを通じてマイノリティ層の住宅

問題の情報を交換し，世界中の同じ問題意識を持った人

達とネットワークを作り，そこから活動の輪を広げてい

ければ……，と考える。（非常勤講師　建築設計製図Ⅲ）

http://muse.dnp-sp.co.jp/Japan/DNP/MTN/SB/

VAN.html
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私と作品 第４０回

作品づくりと
社会貢献の両立を目指して
坂　茂

①ルワンダ難民キャンプにて
②紙のログハウス
③紙の教会（撮影：②③平井広行）

�

�

�

■筆者略歴
坂　茂（ばん しげる）
1957年　東京生まれ
1977～80年　南カリフォルニア建

築大学（SCI-ARC）在学
（ロサンゼルス）

1980～82年　クーパー・ユニオン
建築学部在学（ニューヨ
ーク）

1982～83年　磯崎新アトリエ勤務
1984年　クーパー・ユニオン卒業
1985年　坂茂建築設計設立
1995年～　国連難民高等弁務官事

務所（UNHCR）コンサル
タント

1996年～　日本大学理工学部非常
勤講師



「コモンセンス」“常識”は，バランスのとれた健全な

一般人（大人）が共通に持っている，または持つべき普

通の知識や思慮・分別，あるいは良識として理解されて

いる。しかしながら，価値の混沌とした現代社会におい

ては，多少悲観的な考え方かもしれないが，バランスの

とれた健全な一般人を決定する尺度や普通さの範囲も曖

昧で，特定な認識になりにくくなっている。それが，コ

モンセンスを規定することが極めて難しい時代になって

きている要因と言えないだろうか。

建築の現在置かれている状態を考えてみても，他の多

くの分野と同様に近代において一定の価値と理解を持っ

たかに思えたが，現代に至っては，あたかも多様な解を

同時に許す不安定な臨界点に達したような状態になって

きている。この混沌とした中から新たな次元の秩序・構

造を作り上げ，再びシステムの安定性を取り戻す進化が

できるのかと模索している状態でもあるようだ。

そこで，建築の表現方法を考えてみると，絵画や彫刻，

あるいは音楽等の純粋表現と異なり，生産するというプ

ロセスを採ることによって伝達表現芸術と言えないだろ

うか。この伝達表現が現在，建築をより危うくしている

原因の一つでもあるような気がする。なぜならば，この

伝達の中に極めて多くのコモンセンスに期待する部分が

含まれているからである。不安定な状態の建築が，さら

に不安定なコモンセンスによって支えられているとした

ら，これによって生ずるずれ
� �

がより危うさを増幅させ，

深刻な状態にするのではないだろうか。建築の生産プロ

セスの中で，多くの時間がこのコモンセンスの確認のた

めに使われていることが証明している。だが，システム

の安定化を早急に望むことは不可能であるし，将来的に

も難しい。このような時代に考えられるのは，コモンセ

ンスを問い直し，常に計画上の文脈と呼応しながら各プ

ロセスで疑問を感じ，探究して，不安定な中に，その時

点での結論を見出さなければならない。それは，安定し

たコモンセンスに期待しないことが必要であるというこ

とでもある。

一方で建築に限らず多くの領域において，エントロピ

ー・ゆらぎ・自己組織化・ホロン・シナジー（協働）・
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恒例の建築系三学部・短大教員交流会が，平成８年
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書名／著者 読者数
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日本の近代建築（上）／藤森照信 ４

日本の近代建築（下）／藤森照信 ４

パリの奇跡／メディアとしての建築／松葉一清 ４

建築探偵の冒険（東京編）／藤森照信 ４

建築の発想／谷川正巳 ４

インテリアの近代／下村純一 ４

風景学入門／中村良夫 ２

日本人と住まい／上田　篤 １

エッフェル塔ものがたり／倉田保雄 １

建築の絵本・建築構造のしくみ／川口衛他 １

建築とは何か １

建築のある風景 １

間違いだらけの住まいづくり １

都市と人間―広場と公園― １

建築美を科学する １

和風住宅／風土建築研究会 １

見知らぬ町の見知らぬ住まい／布野修司編 １

震害に教えられて／梅村魁 １

表１

建築系三学部・短大教員交流会報告
《ネットワークの現状と展望》

教室主任のファイルから



書以外で，学生諸君が独自に選んだ本のなかに「震害に

教えられて／梅村魁」があって大感激（編集委員会の構

造系委員の感想）。建築学のなかでも，構造系のいい入

門書がほしいとつくづく感じました。

これらのレポートを書いた学生諸君が，いま大学生活

１年を終えるにあたって，このときの「建築への熱いお

もい」を振り返り，そのエネルギーを大事に育てていっ

てくれることを願っています。表１に，書名／著者と読

者数の一覧を示します。

《高校生の建築入門Ⅱ　高校生の建築見学記》

第二課題の「建築見学記」では，話題の現代建築（こ

れは編集委員の勝手な分類）が最も多く，はるばる遠く

に出かけるのではなく，住まい近くでいい建築を選択し

ています。次に多かったのは近代建築，歴史的建造物類，

ユニークなものでは横田基地の環境問題を論じたレポー

ト，建築の色彩論などがあって，義理でまとめたレポー

トは少なく，建築に対する若いエネルギーを感じさせて

くれるものが多くて，編集委員兼建築教員は大いに勇気

づけられました。表２に，見学先の一覧を示します。（ ）

内の数値は人数です。 （編集委員会）

今年度の課題は

「ひとにやさしい

住まい」でしたが，

全国の工業高校か

ら41校96点の応

募がありました。

「ひとにやさしい」

という言葉は高齢者の増加に伴い，現在は耳慣れた言葉

として，また使用されていますが，主催者側として高齢

社会が住宅に与えるさまざまな影響を現実の問題として

捉え，考える機会になればと思い，同時に現代社会には

いろいろな場面で「やさしさ」や「思いやり」が必要で

あると考え，高校生諸君が「ひとにやさしい」という言

葉をどのように理解するかを，「住まい」を通じて表現

してもらいたい趣旨で設定しました。

応募作品は高齢者や障害物に対して機能的な生活空間

を創出する案や，人と人とのコミュニケーション，人と

自然とのコミュニケーションの活性化など，多くの提案

が見られました。入賞作品はどれも高校生とは思えない

充実した表現力で，毎年プレゼンテーションの工夫が見

られますが，近年は入選する高校が毎回同一である傾向

があり，常連校の努力と研鑽を評価するとともに，他校

のより一層の奮起も期待しております。

理工学部建築学科では，入賞者を対象として特別公募

推薦入試制度の受験資格を与え，毎年数名入学生を迎え

ておりますが，幹事のひとりとして今後とも本設計競技

が意義深いものとして発展することを願っています。

（短大助教授　小石川正男）
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話題の現代建築（28）

愛媛県民文化会館（丹下健三）／千代田生命保険相互会社

本社ビル（村野藤吾）／ネクサス香椎／愛知芸術文化セン

ター／新潟NEXT21／グリーンドーム前橋／都立大学キ

ャンパス／東京国際展示場／藤沢市湘南台文化センター／

国立民族歴史博物館／東京都美術館／サンシャインシテ

ィ／世田谷美術館／江戸東京博物館／彩の国さいたま芸術

劇場／恵比寿ガーデンプレイス（２）／浦安市総合体育

館／ソリッドスクエア（川崎）／東京キリストの教会／東

京都庁舎（３）／ランドマークタワー（５）

近代建築（９）

丸ビル／国会議事堂／山形県旧県庁舎／東京駅／旧札幌博

物場／横浜市開港記念会館／鞘堂ホール／笠原小学校（埼

玉）／津山高等学校校舎（岡山）

歴史的建造物（11）

鎌倉（寺社）（２）／中崎家住宅／高知城／白石城／鶴ガ

城／姫路城／本居宣長旧宅「鈴屋」／川越の蔵造り／平

泉／民家園（２）

身近なお気に入り建築（９）

教育文化センター（茨城県）／新築成った自宅／高校の屋

内プール／近所の材木店／館林市三の丸芸術ホール／笛吹

き川フルーツ公園／成田市立図書館／寺（２）

その他（２）

横田基地環境問題／建築の色彩

１等 大西千春（大分県立鶴崎工業高校）

三浦文子（青森県立弘前工業高校）
２等

向井幸子（三重県立四日市工業高校）

稲葉大輔（群馬県立館林商工高校）

３等 関口あかね（群馬県立館林商工高校）

佐野　裕（静岡県立静岡工業高校）

田中景子（兵庫県立龍野実業高校）

松本雄介（大分県立大分工業高校）

佳作 坂本照先（青森県立弘前工業高校）

山中清雄（群馬県立館林商工高校）

望月　綾（静岡県立静岡工業高校）

入賞者

第４３回 全国工業高等学校設計競技報告
テーマ：「ひとにやさしい住まい」

１等「親子・ふれあい・散歩道」
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日～９月８日にヘルシンキ大学で開催

されたCIB W70，Helsinki ’96国際シ

ンポジウムに出席し，“A research on

the Stock and Life time of Office

Buildings in the 4wards of Tokyo”と

題して論文を発表した。

■半貫敏夫教授は，平成８年11月６日～

８日に旭川市で開催された寒地技術シ

ンポジウム’96に出席し，“構造物に作用

する積雪沈降荷重の有限要素法による

見積について”と題する論文を発表した。

■平成８年11月21日～22日に山形市

で開催された第13回日本雪工学会大会

で，半貫敏夫教授は大学院生高橋誠一，

勝山範之君と連名の論文，“積雪沈降

荷重による建物軒先周りの応力分布解

析”を発表した。

■宇杉和夫専任講師は，越谷市のまち

づくり都市景観講演会（平成８年11月

28日，越谷市中央市民会館劇場）にお

いて「原風景と都市・建築のデザイン」

の基調講演をし，「越谷の原風景とまち

づくり」について，本学科卒の越谷市

建築景観賞実行委員会副委員長山田慎

一氏と対談した。

■浅香勝輔教授，宇於崎勝也助手連名

の原著論文「都市における火葬場の整

備に関する研究―政令指定都市の現状

分析を通して―」が，日本都市計画学

会都市計画論文集No.31（1996.11）に

掲載され，平成８年11月30日，12月

１日に立命館大学びわこ・くさつキャ

ンパス（草津市）で開催された学術研

究論文発表会で発表が行われた。

■木村翔教授，井上勝夫助教授，荘美

知子非常勤講師は，平成８年12月２日

～６日にハワイ・ホノルルで開催された

日米音響学会ジョイントミーティング

に出席し，木村教授は“Development

of Floor Impact Sound Insulation

Technology in Japan”，井上助教授は

“Proposal for a Standard Heavy

Impact Source for the Measurement

of Floor Impact Sound Insulation

Performance”，荘講師は“Analysis of

Occupancy Evaluation as to Multi-

Family Housing Sound Environment”

と題する論文を，いずれも招待講演

（Invited Paper）で発表した。

■柳田武専任講師が編集委員・執筆者

の一人として参加した「建築・都市計

画のための空間学事典」（井上書院）

が平成８年11月に刊行された。同書は，

日本建築学会の建築計画委員会・空間

研究小委員会の活動の一環として出版

されてきた前３册のシリーズに続く企

画で，空間研究に関連するキーワード

200語を解説したものである。

■小石川正男短大助教授と研究室グル

ープは，住宅金融公庫主催「マルチメ

ディア社会における居住空間―2010年

を想定して」デザインコンテストにお

いて入賞した。また，日本建築士会連

合会主催設計競技「都市の中の新しい

集住体」で奨励賞を受賞した。

■B. A. LEJANO氏，安達洋教授，白

井伸明助教授，中西三和講師，薬研地

彰氏，田中賢二氏連名の原著論文“横

補強筋により拘束された高強度鉄筋コ

ンクリート造柱の応力―ひずみ曲線に

及ぼす寸法効果（第２報　応力―ひず

み曲線のモデル化）”が，日本大学理工

学研究所報第81号（平成８年10月）

に掲載された。
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項　目 日　時 備　考

卒業研究発表会 ２月21日� 計画系，構造系に分かれて午

前中に実施

卒業設計発表会 ２月21日�14時より ５号館５階スライド室

卒業発表 ３月６日� クラス担任

修士論文発表・審査会 ３月５日�～６日�

卒業式 ３月25日�

新学期ガイダンス ４月３日�９時より 新２年生

４月４日�13時より 新３，４年生

前期授業開始 ４月５日�より

■卒業式～新学期開始までのスケジュール

（注）この春，３年生は就職か進学か，進路を決断する大事な時期です。他に遅れをとらな

いように準備を進めてください。

■建築学科ホームページへの誘

い

建築学科のホームページが開

設されているのを知っています

か？　ひょっとしたら未公開情

報が捜せるかもしれません。ま

だアクセスしたことのない諸君

がいたら，ぜひ一度，手近な端

末から試してください。

http://www.arch.cst.nihon-

u.ac.jp


